
研究 No.1818           主査 森 太郎 

寒冷地における性能向上リフォームの適用拡大に向

けた研究 
 

 

本研究では、寒冷地である北海道において、劣化状

況を含む改修前の住宅性能の実態調査に加えて、性能

向上リフォーム適用後の劣化状況の調査を実施する

とともに、リフォームの関しての経済的な負担軽減策

についての詳細な検討を行った労作である。特に寒冷

地では温暖地と比較して、必要な断熱性能を担保する

ためのリフォーム費用が新築並みにかかることが問

題となっており、このハードルをいかに下げていくの

かを綿密な調査とシミュレーションによって解決し

ようとする試みは大変有意義である。 

既存住宅の竣工年代別の評価という視点も加えて、

過去のスタンダードであった断熱性能をもつ住宅の

経年的な劣化状況の把握をしており、その際にも居住

者が住まいながらの熱損失係数の推定方法を検討す

るなど、意欲的な試みがなされている。住宅性能が劣

る住宅ほど暖房費節約のために夜間の暖房停止など

の部分間歇運転がなされ室温変動が顕著であるとい

った住宅におけるウェルネス性能の検証にまで及ん

だ検証成果はとても興味深い。さらにはリバースモー

ゲージ等を考慮した詳細な住居改修関連費用のシミ

ュレーションを行っている。 

以上の理由により、本論文を「研究･実践選奨」と

して選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践 No.1823          主査 佐藤 圭一 

備後 E

び ん ご

A A E中継表 E

なかづぎおもて

Aの織機再生と製織技術継承 

 

 

 

広島県の尾道・福山近辺の地域は、畳に用いる 藺
い

草
ぐ さ

の産地として知られている。その地方で生産され

る藺草を使った畳表は「備後表
び ん ご お も て

」と呼ばれ、高級な

畳表の代名詞となっている。畳表の中央で藺草を継ぐ

「中継
な か つ ぎ

」と呼ばれるものは、最上品として扱われて

いる。近年の生活変化や床に使う新建材の登場で、畳

の需要は激減し、国内の藺草生産量も激減、中継の備

後表（備後中継表）は、存続の危機に立たされている。 

そうしたなかで、備後中継表の製造技術を継承する

ために取り組まれたのが本実践研究である。本実践研

究の主査たちは、「藺草栽培を通じた備後表の生産・

流通・設計・施工プロセスの解明」という研究課題を

掲げ、その取り組みのための組織（備後地域遺産研究

会、備後表継承会）を立ち上げ、課題に取り組んでい

る。本実践研究は、その一環として備後中継表の織機

の復活を目指したもので、その成果は、機械の権利調

整からはじまり、機械の補修による動態保全、実際の

製織、記録の作成といった様々な事柄に及んでいる。

結果報告では、主査たちの研究・取り組みやそのなか

での本実践研究の位置付けを、時系列にそって詳細か

つ明瞭に紹介している。 

今後も、畳（中継表を含む）そのものの需要の掘り

おこしや藺草栽培の継承をはじめ、取り組むべき課題

は多々あり、簡単な道ではないと思うが、主査たちの

さらなる発展が期待できる活動であり、非常に意義あ

る優れた内容を持つ実践研究として高く評価し、「研

究・実践選奨」に選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住総研 研究･実践選奨｣受賞評 



研究 No. 1824         主査 園田 眞理子 

地域善隣版モクチンメソッドの開発・実装―生活困窮

者の住まいの質的改善を目指して― 

 

 

人口減少による住宅需要の低下で、空き家やアパー

トの空室が社会問題となっている半面、一人暮らしの

高齢者や障害者、外国人など住宅確保に困っている人

たちがいる。なぜマッチングができなのか、社会的要

請の強い課題である。 

地域善隣活動に関わっている園田さんと、「モクチ

ンレシピ」によるアパート再生を展開してきたモクチ

ン企画の連さんがコラボして、実践を通して、その障

壁を明らかにし克服しようと挑んだ。生活困窮者だか

らといって「住めればどこでもいい」というものでは

なく、空きアパートに借り手を見つけるには明るくこ

ぎれいな部屋に改修する必要がある。ビジネスとして

成立する潜在的可能性はあるが、リスクを負ってまで

改修資金を出すという家主を探すのが難しいことが

わかった。 

実装 2 物件のうちひとつは、接道のない 6 畳一間の

アパートで、モクチン企画にきた依頼だ。改修後、ベ

トナムからの技能実習生４人がシェアしているとい

う。このような入居候補の若い外国人労働者を改修の

担い手として組み入れることができれば、老朽化して

放置されている空きアパートが全般的に手入れされ

ていき、高齢者にとっても前向きになれる明るい住ま

いへと変貌し、活用されるようになるかもしれない。

価値ある研究成果が認められ、「研究・実践選奨」に

選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践 No. 1820          主査 森田 直之 

高校生と商店街の協働による地域再考と商店街活性

化のための取組 

 

 

本実践研究は、高校生が商店街で働く人たちにイン

タビュ－し、仕事とひとの魅力を高校生らしい感性溢

れるポスタ－に表現して展示することで、地域の人々

に地元の商店街の魅力を再発見してもらう取り組み

である。高校生が制作したポスタ－は、商店街で働く

人柄がにじみ出ていた。 

本実践研究は、高校生を対象とする地域学習である

が、その一方で商店街の商店主らに自分たちの個々の

店舗の仕事の魅力を再認識してもらう成果につなが

っている点が高く評価された。参加した高校生らも、

この活動を通じて、商店街に見方がかわり、自らの仕

事観にも変化が見られた。活動の企画・運営は、この

実践研究の主査である高校の先生であるが、夏休みを

つかって、この活動に熱心に参加した高校生諸君の力

も称賛に値する。 

実践活動の過程では、高校生らの活動の実施やポス

タ－展示に対して、商店街全体の合意形成はなかなか

難しく、実施の困難が発生したが、一つ一つ課題を乗

り越えて、ポスター展の開催にこぎつけた。 

地元商店街との協議課題のプロセスを明らかにし

たことは、今後の活動の発展につながる知見である。

高校の先生と高校生のコラボレ－ションによる本活

動が、ますます発展することを期待したい。 

以上の理由により、本論文を「研究･実践選奨 奨励

賞」として選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住総研 研究･実践選奨 奨励賞｣受賞評 

 



実践 No. 1826         主査 松田 まり子 

蒸暑地域の住まいにおける「外皮」概念の再編と沖縄

モデルの提示 

 

 

本研究は、建築設計者の活動団体である「沖縄の気

候風土適応住宅連絡推進会議」による蒸暑地域の住ま

いづくりの原則の整理と、国の省エネルギー施策に対

する改善要求の活動によるものである。省エネルギー

で熱的に快適な住まいを実現するために断熱気密が

特に重要視される北海道や本州といった日本国内の

他の地域と一線を画しているのが沖縄の気候である。 

これまでに提案者のグループは様々な活動を通じ

て、沖縄のエネルギー消費には断熱性能よりも冷房期

の平均日射熱取得率が大きく影響することを確認し

ている。小規模住宅を含むすべての新築住宅で省エネ

基準への適合を目指すことが推奨されている現在、沖

縄県に代表される 8 地域の気候区分における住宅の

あり方を正しく発信していく活動は有意義である。 

また、研究成果に基づく冊子の作成、公開研究会の

実施、住まいづくりの提言などの積極的な活動を通じ

て、蒸暑地域における住宅設計の原則を示し、省エネ

基準の課題を明らかにし、建築設計者に対して課題に

ついての理解を促し、また省エネ基準の改善のための

働きかけを行っており、充実した研究内容と認められ

る。 

以上の理由により、本論文を「研究･実践選奨 奨励

賞」として選定した。 


